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透かしづらい深刻な分裂が起きていた。そのような中で、11 月 13 日のパリ
同時多発テロが発生した。テロとの戦いの矛先は欧州の外に向けられている
が、テロ実行犯の多くがベルギーやフランスで生まれ育った若者たちである。
また、2016 年 7 月 14 日に南仏ニースで発生したトラック暴走殺傷事件はフ
ランスの治安状況を混迷状況に陥らせる恐れがあるが、過剰反応の無意味さ
も指摘されている（朝日新聞 2015 年 11 月 10 日朝刊 10 頁、山口：16–18 頁、
朝日新聞 2015 年 12 月 6 日朝刊 1 頁、Schnapper、Noiriel 1988 et 2006（ノ
















と報じられている（Eisnecker et al.、朝日新聞 2016 年 1 月 11 日朝刊 2 頁、
International New York Times 7.1.2016: 6、INYT 5.1.2016: 15、Der Spiegel 
Nr.51/12.12.2015: 18–28, 29–34、DS Nr.44/24.10.2015: 24–30、東京新聞 2015
年 11 月 12 日 9 頁、朝日新聞 2016 年 1 月 15 日朝刊 13 頁、DS Nr.31/30.7.2016: 




















憲 章（The Charter of Fundamental Rights of the European Union）（18
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り、いわゆる「ペジダ」（PEGIDA: Patriotische Europäer gegen die Isla-










































































































































国連の密入国議定書は国連組織犯罪条約（The United Nations Convention 

















































ラザリディスとウォリア（Gabriella Lazaridis and Khursheed Waria）に
よれば、国家は明確に定められた国境に囲まれた領土的統一体であり、暴力













民や少数民族における危険の増大を導く（Lazaridis and Waria: 2、Stand-
ing 2011（スタンディング 2016）、Avenel et al.、Cingolani）。
3.1　「移民の脅威」の物語と右翼ポピュリズム
	 	 〜洪水、侵略者、パラサイト〜










































































































践における安全問題が検討されなければならない。2015 年 12 月 15 日、Ｅ
Ｕは連合の外周国境を監視する任務を負う新しい警察組織の創設を発表した。
しかしながら、安全化のための一歩踏み込んだ危険覚悟の積極策は移民の危
機を解決できないであろうと評価されている（Lazaridis and Waria: 4、
Bréville: 1, 14–15, Clavel）。
小結として、難民・移民の激増に対して、国家の安全に対する脅威、ヨー


















十分であることが明らかにされる（Aas 2011: 331、Melossi 2003b: 381–383、






















司法領域」（European ‘Area of Freedom, Security and Justice’）の重要な
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るとされる（Der Spiegel Nr.10/5.3.2016: 14–21、Todo 2015（トッド 2016）、
三井、読売新聞 2015 年 12 月 28 日朝刊 14 頁「論壇誌 12 月」、同 渡邊啓貴
「 海 外 メ デ ィ ア 」、 日 本 経 済 新 聞 2015 年 12 月 11 日 朝 刊 31 頁、INYT 
















ことになってしまう（Rimbert: 17、Sizaire 2016a、増田、Foucault 1997（フ
ーコー 2007）、INYT, 9–10.1.2016: 8、朝日新聞 2016 年 1 月 1 日朝刊 15 頁社
説、日本経済新聞 2015 年 12 月 7 日朝刊 4 頁、土佐 2015a：198-202 頁、土






党の連立政府が声高に「ドイツは移民国家である」（Deutschland ist ein 
Einwanderungsland!）と宣言した。今日、私たちは、「EU は移民の国家で
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